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その後十分水洗し,アリザリンレッドで染色したもの

を測定部位が水平になるように粘土上に固着させた.

落射照明 F,描画装置を取り付けた実体顕微鏡を用い

て,形質の測定部位とscaleを同時に測定紙に写し取

り,これをキャリバー (1/10mm単位)で測定した.

輪紋の標示部は透明帯から不透明帯への移行境界部と

した.

結 果

年齢形質

ショウサイフグでは第5椎体が年齢形質として最も

有効であったが(松井ら,1986),種による違いを考慮

して本種においても全ての骨質郡を対象に年齢形質を

検討した.そして,8種類の形質に輪紋の標示が明瞭

であったのでこれらの中から最も適当な形質を選出す

ることとした.その結果,脊椎骨が最も有効であった

が,それぞれの観察結果を以下に述べる.

角舌骨(ceratohyal)は細長い筒状を呈しており,上

古骨 (eplhyal)とゆ合し,前端は下舌骨 (hypohyal)

に,後端のと舌骨は間舌骨 (lnterhyal)を介して接続

骨(symplectic)に接続する.角舌骨のこの筒状部を縦

割すると内壁に同心円状を成した輪紋が認められる.

この形質の中心と輪紋は比較的明瞭である.前紙蓋骨

(preopercle)は中心部で折れ曲った半円形をしてお

り,その腹側の薄板に同心円状をした輪紋を有す.し

かし,標示の個体差が多し〕ため安定性がなく,中心部

が広いため中心を決め難い.

三角形をした主鯉蓋骨 (opercle)の広い薄板には輪

紋は認められるが,不安定である.しかし,主鯉蓋骨

と舌顎骨 (hyomandibular)との接合部は円錘状にく

ぼんだ形でその内壁に同心円状を成した輪紋を有す.

中心部は明瞭で中心が決め易く,輪紋も比較的明瞭で

あるが標示部が全体的に小さい,

烏口骨 (coracoid)は,肩甲骨 (scapula)を介して

射出骨(actinost)に,さらに胸鰭鰭条につながり,こ

れらとともに的鰭の基部を形成する骨で,鎖骨(cleith-

rum)にも接続する.その一部に同心円状に輪紋を刻ん

だ薄板がある.極めて薄い板状を成しているため破損

し易く,中心部が比較的広いためその中心が決め難い.

基底後頭骨(basioccipital)は頭骨と脊椎骨を接続す

る骨で,副蝶形骨 (parasphenold)とともに頭蓋骨の

基底を形成する.脊椎骨との接続部は円錐状にくぼん

だ形であり,この内面に明瞭な同心円状の輪紋を有し,

その中心部は一点に集中し,中心を決め易い.しかし,

これらの形質は後に述べる脊椎骨の腰椎に比べると標

示が小さい.

尾部棒状骨(urostyle)は,脊椎骨の最後部に位置す

る.椎体に接続するその前半部は基底後頭骨と同様に

円錐形にくぼんでおり,その内面には明瞭な輪紋を有

し,標示の中心が決め易い.また,この骨を縦割する

とその後半部にも同様の円錐形のくぼみがあり,比較

的明瞭な輪紋が認められ,標示の中心も全半郡のそれ

と同様に決め易い.基底後頭骨と同様に腹椎に比べて

標示が小さい.

下尾骨 (hypural)は三角形をした1枚の骨で尾部棒

状骨の後半部に接続する.これを縦割すると内壁に輪

紋が認められ,輪紋は比較的明瞭であるが,個体によ

っては輪紋が出現せず標示の安定性を欠く傾向がある,

中心部は比較的決め易い.

脊椎骨は19-22個あるが,ほとんどの個体は21個

の椎体からなり,その椎体の前後両面は強く円椎状に

くぼんだ形で,この部分に輪紋が形成されている.標

示は中心が決定しやすく縁辺の形状はほぼ円形であっ

た.また,椎体の大きさは尾椎より腹椎の方が大きい

傾向があり,輪紋も尾椎より腹椎の方が明瞭であった.

年齢形質としての有効性を外観的に検討するため,

以上述べた8形質について取りまとめて,標示の明瞭

度,中心の明確さ,大きさ,採取の容易さの4点を比

較して,Table.1に示した.その結果,角舌骨,主鯉

蓋骨接合部,基底後頭骨,尾部棒状骨,下尾骨,脊椎

骨の輪紋は比較的明瞭で,年齢形質として使用するこ

とが可能であるが,中心の明確さ,大きさ,形状など

から脊椎骨の腹椎が最も適当と考えられた.さらに腹

椎のなかでも最も大きく,形状に変異が見られなかっ

た第7椎体を年齢形質として詳しく検討する事にした.

第 7椎体の標示の相似性と年齢形質としての有効性

トラフグの第7椎体は,Fig.1-a,bに示したような

形状を呈している.椎体部は側面から見ると鼓状を成

し,前,後は円錐状にくぼんでいる.縁辺の形状は背,

腹側で僅かに偏した円形を成している.椎体を垂直に

縦割すると Fig.トCに示したように前後の扇形をな

した縦割面が出現し,中心から縁辺までの半径 (椎体

半径)と輪紋までの長さ (標示長)を測定部位とした.

まず標示の相似性を検討するため4-6月に採集さ

れたトラフグの第7椎体の椎体半径と標示長との関係

を各輪紋数毎に Fig.2に示した.いずれの輪紋数で

ら,標示長と椎体半径との間には正の相関があり,輪

紋数と同数の回帰直線が得られた.その結果,標示の

形成に相似性があることが認められた.

外観的には大きさ,標示の明瞭度,中心の取り易さ
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その後卜分水洗し，アリザリンレッドで染色したもの

を測定部位が水平になるように粘土上に固着させた.

落射照明日描画装置を取り付けた実体顕微鏡を用い

て，形質rJ)測定部{l1.と scaleを同時に測定紙に写し取

り，これをキャリバー(1/10mm単位)で測定した.

輪紋の標示部は透明帯から不透明帯への移行境界部と

した.

結 果

年齢形質

ショウサイフグでは第5椎体が年齢形質として最も

有効であったが(松井ら， 1986)，種による違いを考慮

して本種においても全ての骨質部を対象に年齢形質を

検討した.そして 8種類の形質に輪紋の標示が明瞭

であったのでこれらの中から最も適当な形質を選出す

ることとした.その結果，脊椎骨が最も有効であった

が，それぞれの観察結果を以下に述べる.

角舌骨(ceratohyal)は細長い筒状を呈しており，上

呂骨 (epihyal)とゆ合し，前端は下舌骨 (hypohyal)

に，後端の仁舌骨は間舌骨 (interhyal)をヂして接続

骨(symplεctic)に接続する.角舌骨のこの筒状部を縦

割すると内壁に同心円状を成した輪紋が認められる.

この形質の中心と輪紋は比較的明瞭である.前期思蓋骨

(preopercle)は中心部で折れ曲った半円形をしてお

1)，その腹側の湾板に同心円状をした輪紋を有す.し

かし，標示の個体業が多いため安定性がなく，中心部

が広いため中心を決め難い.

三角形をした主鯨蓋骨 (opercle)の広い薄板には輪

紋は認められるが，不安定である.しかし，主鯨蓋骨

と舌顎骨 (hyomandibular) との接合部は円錘状にく

ぼんだ形でその内壁に同心円状を成した輪紋を有す.

中心部は明瞭で中心が決め易く，輪紋も比較的明瞭で

あるが標示部が全体的に小さい.

烏口骨 (coracoid)は，肩甲骨 (scapula)を介して

射出骨 (actinost)に，さらに胸鰭鰭条につながり，こ

れらとともに胸鰭の基部を形成する骨で，鎖骨(cleith

rum)にも接続する.その一部に同心円状に輪紋を刻ん

だ薄板がある.極めて薄い板状を成しているため破損

し易心中心部が比較的広いためその中心が決め難い.

基底後頭骨(basioccipital)は頭骨と脊椎骨を接続す

る骨で，副蝶形骨 (parasphenoid)とともに頭蓋骨の

基底を形成する.脊椎骨との接続部は円錐状にくぼん

だ形であり，この内面に明瞭な同心円状の輪紋を有し，

その中心部は一点に集中し，中心を決め易い.しかし，

これらの形質は後に述べる脊椎骨の腹椎に比べると標

示が小さい.

尾部棒状骨(urostyle)は，脊椎骨の最後部に位置す

る.椎体に接続するその前半部は基底後頭骨と同様に

円錐形にくぼんでおり，その内面には明擦な輪紋を有

し，標示の中心が決め易い.また，この骨を縦割する

とその後半部にも同様の円錐形のくぼみがあり，比較

的明瞭な輪紋が認められ，標示の中心も全半部のそれ

と同様に決め易い.基底後頭骨と同様に腹椎に比べて

標示が小さい.

下尾骨 (hypural)は三角形をした 1枚の骨で尾部棒

状骨の後半部に接続する.これを縦割すると内壁に輪

紋が認められ，輪紋は比較的明瞭であるが，個体によ

っては輪紋が出現せず標示の安定性を欠く傾向がある，

中心部は比較的決め易い.

脊椎骨は 19~22 個あるが，ほとんどの個体は 21 個

の椎体からなり，その椎体の前後両面は強く円椎状に

くぼんだ形で，この部分に輪紋が形成されている.標

示は中心が決定しやすく縁辺の形状はほぼ円形であっ

た.また，椎体の大きさは尾椎より腹椎の方が大きい

傾向があり，輪紋も尾椎より腹椎の方が明瞭であった.

年齢形質としての有効性を外観的に検討するため，

以上述べた 8形質について取りまとめて，標示の明瞭

度，中心の明確さ，大きさ，採取の容易さの 4点を比

較して， Table.1に示した.その結果，角舌骨，主鯨

蓋骨接合昔日，基底後頭骨，尾部棒状骨，下尾骨，脊椎

骨の輪紋は比較的明瞭で，年齢形質として使用するこ

とが可能であるが，中心の明確さ，大きさ，形状など

から脊椎骨の腹椎が最も適当と考えられた.さらに腹

椎のなかでも最も大きし形状に変異が見られなかっ

た第7椎体を年齢形質として詳しく検討する事にした.

第 7椎体の標示の相似性と年齢形質としての有効性

卜ラフグの第7椎体は， Fig.1-a， bに示したような

形状を呈している.椎体部は側面から見ると鼓状を成

し，前，後は円錐状にくぼんでいる.縁辺の形状は背，

腹側で僅かに偏した円形を成している.椎体を垂直に

縦割すると Fig.l-cに示したように前後の扇形をな

した縦割面が出現し，中心から縁辺までの半径(椎体

半径)と輪紋までの長さ(標示長)を測定部位とした.

まず標示の相似性を検討するため 4~6 月に採集さ

れたトラフグの第7椎体の椎体半径と標示長との関係

を各輪紋数毎に Fig.2に示した.いずれの輪紋数で

も，標示長と椎体半径との間には正の相関があり，輪

紋数と同数の回帰直線が得られた.その結果，標示の

形成に相似性があることが認められた.

外観的には大きさ，標示の明瞭度，中心の取り易さ
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Tablel.Comparisonofthebonesonthecleamessofmarksandcenter,andthepracticality

Bones Clearnessofmarks Clearness｡fcenter LargelleSS Ease｡fremoval

Vertebrae

BaslOCClpltal
Opercle
Preopercle
Coracold
Ceratohyal
Urostyle
Hypural

十

十

十

一
±

+

+

十

¶
十

±

十

十

十

日

十

C
Fig･1･Showlng the 7th vertebra and
measuredpartsofacentrum･a･lateral
viewoftheoutersurface;b,frontalview;

C,lateralview ofthe longitudinal;R,
centrum radius;rlandr2,thefirstand

secondringradii.

などから,脊椎骨が年齢形質として有効であると予想

されたが,さらに年齢形質としての有効性を証明する

ためには,椎体の長さとトラフグの大きさとの間に直

I.
+

+

七

±

+
+
十

線回帰式が得られる必要がある.そこで雌66個体,雄

121個体の標本を用いて全長をL(mm),第7椎体の椎

体半径をR(mm)として両者の関係をみると,Fig.3

に示したように雌雄とも相関係数の高い直線関係があ

り,次の直線回帰式が得られた.

雌 :L-57.05R+1265 (r-0.994)

雄 :L-55.17R+1745 (r-0.993)

このように第7椎体において外観的な特徴による有

効性が認められたばかりでなく,標示の相似性や全長

と椎体半径との間の高い相関をもつ直線回帰も認めら

礼,年齢査定に第 7椎体が最も有効であると考えられ

た.

年齢と成長

標示が明瞭に認められた全長 176-540mmの雌30

個体,雄50個体のトラフグの第7椎体を用いて年齢査

定を行い,その成長を検討した.まず,前述の全長と

椎体半径との関係式を用いて,標示長 rl(2'は標示数)

から標示形成時期における標準標示全長 IJlを求めた.

さらにこの標準標示全長から雌雄毎のLの平均値を
求め,Walfordの定差図を描 くと Fig.4に示したよ

うになる.その結果,極限全長は雌で705mm,雄で639

mmとなった.

次に標示の形成時期を検討するため,椎体の縁辺成

長率 (R rl)/r.を求め,その月別変化を Fig.5に示

した.なお,γ1は中心から第 1標示までの長さであ

る.その結果,椎体は10月-2月末にかけて良く成長

するが4月初旬には急落することにより3月の低成長

期に標示が形成されるものと推定された.また,ここ

では1年を通じての月別の縁辺成長率が求められてい

ないが,標示が 1つ形成される度毎の成長量から, 1

年間に標示が 1つ形成されるのではないかと推測した.

トラフグの産卵期は,瀬戸内海では3-6月,最盛期は

5月ごろと考えられるので標示形成時期を3月とする

と第 1標示は生後 10カ月で形成され始められると考
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Comparison of the bones on the cleamess of marks and center， and the practicality Table 1. 
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線回帰式が得られる必要がある.そこで雌66個体，雄

121個体の標本を用いて全長を L(mm)，第7椎体の椎

体半径を R(mm)として両者の関係をみると， Fig.3 

に示したように雌雄とも相関係数の高い直線関係があ

り，次の直線回帰式が得られた.

(r二 0.994)雌:L = 57.05R十12.65

このように第7椎体において外観的な特徴による有

効性が認められたばかりでなく，標示の相似性や全長

と椎体半径との聞の高い相関をもっ直線回帰も認めら

れ，年齢査定に第7椎体が最も有効であると考えられ

た.

年齢と成長

標示が明瞭に認められた全長 176~540mmの雌30

個体，雄50個体のトラフグの第7椎体を用いて年齢査

定を行い，その成長を検討した.まず，前述の全長と

椎体半径との関係式を用いて，標示長 r，(iは標示数)

から標示形成時期における標準標示全長 L，を求めた.

さらにこの標準標示全長から雌雄毎の L， の平均値を

求め， Walfordの定差図を描くと Fig.4に示したよ

うになる.その結果，極限全長は雌で705mm，雄で639

mmとなった.

次に標示の形成時期を検討するため，椎体の縁辺成

長率 (R-rl)/rlを求め，その月別変化を Fig.5に示

した.なお rlは中心から第 l標示までの長さであ

る.その結果，椎体は 10 月 ~2 月末にかけて良く成長

するが4月初旬には急落することにより 3月の低成長

期に標示が形成されるものと推定された.また，ここ

では 1年を通じての月別の縁辺成長率が求められてい

ないが，標示が 1つ形成される度毎の成長量から

年間に標示が 1つ形成されるのではないかと推測した.

トラフグの産卵期は，瀬戸内海では 3~6 月，最盛期は

5月ごろと考えられるので標示形成時期を 3月とする

と第 1標示は生後 10カ月で形成され始められると考

(r = 0.993) 雄:L = 55.17R十17.45

b a 

c 
Fig.1. Showing the 7th vertebra and 

measured parts of a centrum. a， lateral 

view of the outer surface; b， frontal view ; 

c， lateral view of the longitudinal; R， 

centrum radius; rl and r" the first and 

second ring radii. 

などから，脊椎骨が年齢形質として有効であると予想

されたが，さらに年齢形質としての有効性を証明する

ためには，椎体の長さとトラフグの大きさとの聞に直
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えられる.

3日を標示形成時期 として トラフグの成長は

Bertalanffyの成長式によって求めると以下のように

なった.

雌 :L f -704.6(1-e0151(t'1198')

雄 :Ll-6390†1 e0167(ど+1207')

Lfは生後 t年の計算全長を示す.これにより年齢別の

全長を雌雄別に求めると, トラフグは雌雄それぞれ 1

歳で199mm,197mm,2歳で267mm,265mm,3

歳で331mm,323mm,4歳で383mm,371mm,5

歳で428mm,412mm,6歳で467mm,447mm,7

歳で500mm,476mmに成長し,いずれも雌の方が大

きい.

考 察

フグ類の年齢形質,年齢査定及び成長に関する研究

は数少ない.筆者らは,瀬戸内海中 ･西都城で漁獲さ

れたトラフグを用いて,これらの課題について調べた.

全ての骨質部を観察した結果,8形質に比較的明瞭な

輪紋が認められ,これらが年齢形質として適当である

かを更に検討した.その結果,脊椎骨の第 7椎体が大

型で標示と中心が最も明瞭であり,形状の変形したも

のや標示の出現しない個体が少なく,測定も容易であ

ったので,年齢形質として選ばれた.年齢形質として

用いた椎体の中には標示は明瞭であっても,一部が変

形している個体がみられ,同一の個体でも尾部に近い

ほど標示が不明瞭となる傾向も認められた.しかし,

脊椎骨は年齢形質として多くの魚類に用いられており,
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えられる.

3月を標示形成時期としてトラフグの成長は

Bertalanffyの成長式によって求めると以下のように

なった.

雌 :Lt二 704.6{J-e-0151(t+1.1981} 

雄 :Lt = 639.0{l-e-016叩 +1.207)} 

Ltは生後 t年の計算全長を示す.これにより年齢別の

/ 

〆

全長を雌雄別に求めると， トラフグは雌雄それぞれ 1

歳で 199mm， 197 mm， 2歳で 267mm， 265 mm， 3 

歳で 331mm， 323 mm， 4歳で383mm， 371 mm， 5 

歳で428mm， 412 mm， 6歳で467mm， 447 mm， 7 

歳で 500mm， 476 mmに成長し，いずれも雌の方が大

きい

考 察

フグ類の年齢形質，年齢査定及び成長に関する研究

は数少ない.筆者らは，瀬戸内海中・西部域で漁獲さ

れたトラフグを用いて，これらの課題について調べた.

全ての骨質部を観察した結果 8形質に比較的明瞭な

輪紋が認められ，これらが年齢形質として適当である

かを更に検討した.その結果，脊椎骨の第7椎体が大

型で標示と中心が最も明瞭であり，形状の変形したも

のや標示の出現しない個体が少なし測定も容易で、あ

ったので，年齢形質として選ばれた.年齢形質として

用いた椎体の中には標示は明瞭であっても，一部が変

形している個体がみられ，同ーの個体でも尾部に近い

ほど標示が不明瞭となる傾向も認められた.しかし，

脊椎骨は年齢形質として多くの魚類に用いられており，
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Fig.4.Walford'sgrowthtransformation
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1個体から多数の椎体を用いて精度の高い年齢査定を

行うことができるといった特性がある (三谷,1958).

トラフグにおいても,前報のショウサイフグと同様

に脊椎骨椎体が最も有効な年齢形質となり,タキフグ

属では椎体が共通して年齢査定に有効な形質であるこ

とが示唆された.

本種の天然における成長について,藤田 (1962)は

飼育標本と採集標本によって,5月にふ化した本種の

仔魚は6月下旬に20-30mmとなり夏の高温期に盛

んに成長して,その年の冬の始めに全長 180-200mm

前後に,ふ化後2年目の冬には全長320mm前後に達

すとしている.また,尾串 (1980)は下関市南風泊魚

市場に水揚げされた,主として黄海,東シナ海産の ト

ラフグについて,その全長組成をCassieの方法によっ
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て各々のモードを持つ山に分解し,年級群との関係を

求めて,1歳で352mm,2歳で425mm,3歳で476

mm,4歳で522mm,5歳で558mm,極限全長734.

5mmになるとしている.さらに櫓山(1981)は瀬戸内

海産 トラフグについて漁獲物の体長組成から,1歳で

全長250mm,2歳で350mm,3歳で420mm,4歳

で470mm,5歳で520mmに達するとした.また,伊

東 ･山口 (1984)は,瀬戸内海中央部の芸予瀬戸及び

安芸灘で採集した トラフグの脊椎骨椎体を用いて雌雄

別に年齢査定を行い,雌雄それぞれ 1歳で全長190

mm,191mm,2歳で267mm,260mm,3歳で332

mm,318mm,4歳で386mm,369mm,極限全長は

雌で6649mm,雄で673.9mmであるとしている.

これらの結果は,瀬戸内海中部及び黄海,東シナ海

産のものについて調べたものであるが,海域によって

成長にかなりの違いが認められ,前者のものが後者に

比べて成長が劣る傾向がある.この傾向は1歳魚で著

しく,今回の調査結果においても,黄海,東シナ海産

の1歳魚が全長352mmに対して(尾串,1980),約200

mmであった.国行ら(1981)は瀬戸内海のトラフグの

移動回遊を漁獲実態と標識放流調査によって解析し,

三原水道や布刈瀬戸などの産卵場で産卵された卵は

(Kusakabeefal.,1962),ふ化,成長して,水温の低

下と共に沖合へ移動した後,豊後水道,宇和海,日向

灘へ移動し,-一部は健灘や伊予灘の深所で越冬すると

した.さらに,これらの群は翌春には再び瀬戸内海に

回遊し,3歳魚以上に成り産卵するという結果を得た.

筆者らの用いた標本が,大型の成長したものは音戸瀬

戸で,小型の当歳魚は豊前海の浅所で採集されたもの

であり,これらがほぼ年間を通して採集されたことと,

前述の移動回遊結果を考慮すると,若齢期に外海への
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l個体から多数の椎体を用いて精度の高い年齢査定を

行うことができるといった特性がある(三谷， 1958). 

卜ラフグにおいても，前報のショウサイフグと同様

に脊椎骨椎体が最も有効な年齢形質となり，タキフグ

属では椎体が共通して年齢査定に有効な形質であるこ

とが示唆された.

本種の天然における成長について，藤田(1962)は

飼育標本と採集標本によって 5月にふ化した本種の

仔魚は 6 月下旬に 20~30 mmとなり夏の高温期に盛

んに成長して，その年の冬の始めに全長 180~200mm

前後に，ふイヒ後2年目の冬には全長 320mm前後に達

すとしている.また，尾串(1980)は下関市南風泊魚

市場に水揚げされた，主として黄海，東シナ海産の卜

ラフグについて，その全長組成を Cassieの方法によっ
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て各々のモードを持つ山に分解し，年級群との関係を

求めて歳で352mm， 2歳で 425mm， 3歳で476

mm， 4歳で 522mm， 5歳で558mm，極限全長 734

5mmになるとしている.さらに櫓山 (1981)は瀬戸内

海産トラフグについて漁獲物の体長組成から歳で

全長 250mm，2歳で350mm， 3歳で420mm，4歳

で470mm， 5歳で 520mmに達するとした.また，伊

東・山口(1984)は，瀬戸内海中央部の芸予瀬戸及び

安芸灘で採集した卜ラフグの脊椎骨椎体を用いて雌雄

別に年齢査定を行い，雌雄それぞれ 1歳で全長 190

mm， 191 mm， 2歳で267mm， 260 mm， 3歳で 332

mm， 318mm， 4歳で 386mm， 369 mm，極限全長は

雌で664.9mm，雄で 673.9mmであるとしている.

これらの結果は，瀬戸内海中部及び黄海，東シナ海

産のものについて調べたものであるが，海域によって

成長にかなりの違いが認められ，前者のものが後者に

比べて成長が劣る傾向がある.この傾向は l歳魚、で著

しく，今回の調査結果においても，黄海，東シナ海産

の1歳魚、が全長 352mmに対して(尾串， 1980)，約 200

mmであった.国行ら (1981)は瀬戸内海のトラフグの

移動回遊を漁獲実態と標識放流調査によって解析し，

三原水道や布刈瀬戸などの産卵場で産卵された卵は

(Kusakabe et al.， 1962)，ふ化，成長して，水温の低

下と共に沖合へ移動した後，豊後水道，宇和海，日向

灘へ移動し， ー部は健灘や伊予灘の深所で越冬すると

した.さらに，これらの群は翌春には再び瀬戸内海に

回遊し 3歳魚以上に成り産卵するという結果を得た.

筆者らの用いた標本が，大却の成長したものは音戸瀬

戸で，小型の当歳魚、は豊前海の浅所で採集されたもの

であり，これらがほぼ年間を通して採集されたことと，

前述の移動回遊結果を考慮すると，若齢期に外海への



Summary

The present report deals with the age character, age determination and growth of the
puffer, Tak&gzt  mbri&s  (Temminck et Schlegel) caught in the middle and west Seto Inland
Sea.

1) The most suitable age character for age determination of this species was the 7th
vertebral centrum among the basioccipital, opercle, preopercle, coracoid, ceratohyal, uro-
style, hypural and vertebrae.

2) The relationship between the year (t) after the birth and the total length (Lt mm) after
t year was estimated as follows :

for males, Lt = 639.0 (1 -e 0 Lw(f+l  m)
and for females, I>* = 764.6  (I_ e-0.151(f+l  “8’)

3) By the monthly change of the marginal growth rate of the vertebral centrum,  it was
estimated that the annual mark was formed from March.


